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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】COPD患者では、肺での換気障害やガス交換障害のみならず、全身炎症や栄養障害に伴い、末梢筋量の
減少という全身的な変化が起きている。さらに body mass index (BMI)の減少は、運動耐容能の低下および予
後に関係した重要な因子であることが分かっている。近赤外線分光法は、運動中の筋内の酸素動態を非侵襲的
に測定することが可能であるが、近年、新たに空間分解法による近赤外線分光法（Spatially resolved 
spectroscopy; SRS）が開発され、末梢筋の酸素飽和度の測定が可能になった。今回、SRSを用いて COPD患者
における下肢運動筋の酸素動態について検討した。 
【方法】16名のCOPD患者（70.0±4.9歳）と10名の健常者（67.2±4.8歳）を対象とした。肺機能検査を施
行後、自転車エルゴメータによる漸増運動負荷試験を行い、換気代謝諸量を測定した。運動中、大腿四頭筋（外
側広筋）の酸素飽和度をSRSで連続的に測定した。 
【結果】外側広筋の酸素飽和度（SmO2）は、COPD患者、健常者とも運動開始から減少した。さらに、SmO2は運
動負荷量の増加に対して直線的に減少しており、COPD患者におけるSmO2減少の傾きは、健常者に比して有意に
急峻であった（-0.282 ± 0.159 vs -0.07 ± 0.057 %/Watt, p<0.001）。COPD患者のSmO2減少の傾きは、BMI
（p<0.01）、経皮的酸素飽和度の減少（p<0.05）、運動耐容能（p<0.05）と相関していた。また、ステップワイ
ズ回帰分析では、BMIがSmO2減少の傾きの独立した説明因子であった。 
【結論】今回、COPD患者において、運動中の下肢筋の酸素化が障害されていることが示された。また、BMIの
減少が、下肢運動筋の酸素化障害の規定因子であることが示された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
慢性閉塞性肺疾患(COPD)患者では、肺での換気障害やガス交換障害に加えて、日常活動量の低下や全身炎症・
栄養障害に伴い、末梢筋量の減少が起きている。さらに body mass index (BMI)の減少は、運動耐容能の低下
および予後に関係した重要な因子であることが報告されている。今回、空間分解法による近赤外線分光法
（Spatially resolved spectroscopy; SRS）を用いて、COPD患者における下肢筋の運動中の酸素動態について
検討した。 
対象は、16名のCOPD患者（70.0±4.9歳）と10名の健常者（67.2±4.8歳）とした。肺機能検査を施行後、
自転車エルゴメータによる漸増運動負荷試験を行い、換気代謝諸量を測定した。運動中の大腿四頭筋（外側広
筋）の酸素飽和度をSRSで連続的に測定した。 
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外側広筋の酸素飽和度（SmO2）は、COPD 患者、健常者とも運動開始から減少した。さらに、SmO2は運動負荷
量の増加に対して直線的に減少し、COPD患者におけるSmO2減少の傾きは、健常者に比して有意に急峻であった
（-0.282 ± 0.159 vs -0.107 ± 0.057 %/Watt, p<0.001）。COPD 患者の SmO2減少の傾きは、BMI（p<0.01）、
経皮的酸素飽和度の減少（p<0.05）、運動耐容能（p<0.05）と有意な相関を示した。また、ステップワイズ回帰
分析では、BMIがSmO2減少の傾きの独立した説明因子であった。 
結論として、COPD患者において、運動中の下肢筋の酸素化が障害されていること、この下肢運動筋の酸素化
障害の規定因子がBMIの減少であること、さらに筋内酸素飽和度の低下がCOPD患者の運動能力に関与している
ことを示した。 
 
以上より、本研究は慢性閉塞性肺疾患患者における運動中の末梢筋の酸素動態の解明に寄与していることに
加え、同患者の運動療法における臨床的応用への発展が期待される。よって、本研究者は博士(医学)の学位を
授与されるに値するものと認められた。 
 
